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ラジオフォトルミネッセンス（radiophotoluminescence; RPL）とは放射線との相互作用により物

質中に発光中心が生成される現象を指す。生成される発光中心の数は積算放射線量に比例し、一

般的にフォトルミネッセンス（PL）強度として読み取る事が可能であり、特に日常的な被ばく線

量管理の為の線量計として幅広く用いられている 1)。 

一般的に、RPL を示す既存材料は Ag 添加りん酸塩ガラス、Al2O3:C,Mg、LiF および Sm 添加無

機化合物などが知られているが、いずれにおいてもバルク固体材料であり、曲線形状を持つ箇所

の連続的な線量分布計測（例えば、防護服、手袋など）に適さない。このような背景のなか、我々

は Ag 添加りん酸塩ガラスをビーズ状に加工し、樹脂中に分散させたフレキシブル線量計の開発

を行っている 2)。 

本研究ではフレキシブル線量計の読み取り装

置を開発し、その評価を行った。Fig. 1 に Ag 添

加りん酸塩ガラスの RPL をイメージングプレー

トとして用い、同装置より読み取りを行った集積

回路内部の X 線イメージを示す。X 線照射には

X 線管（非マイクロフォーカス、W ターゲット、

40 kV）を用い、およそ 3 Gy 照射した。また、読

み取りは 340 nm の励起光を用い、400 nm 短波

長カットフィルタを介してペルチェ冷却 CMOS

カメラにより蛍光分布の読み取りを行った。同図より集積回路内部の像が鮮明にイメージングさ

れている事が確認できる。また、リード電極と中心部のチップとの間に渡るボンディングワイヤ

も確認できる（矢印部）。通常、ボンディングワイヤの直径はおよそ 25 μm程度である事から、同

等もしくはそれ以上の空間分解能を有する事が示唆される。 
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Fig. 1 Ag 添加りん酸塩ガラスを用いて得ら

れた集積回路内部の X 線イメージ 
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